
 

 

 

                

                皆様、こんにちは！ 

税理士の北岡修一です。 

10 月に入ってずい分と

涼しくなってきました。 

食欲の秋、スポーツの

秋、そしてビジネスの秋 

ですね。今年もあと残り２ヶ月、今年の目標達成をす

べく、あと２ヶ月頑張って是非いい年を迎えましょう！ 

 

■経営には闘争心が必要！ 

 昨年のリーマンショックに始まった、世界同時不況

が長引き、なかなか業績が回復しない、沈んだまま

になっている企業は多いですね。こんな状況だから

しょうがない、と半ばあきらめてしまっている会社も

多いような気がします。今は何やってもしょうがない

よ、とにかく何とか持ちこたえるだけ．．．確かにそう

いう状況もあるのかも知れません。 

しかし、この不況にかまけて、気力をなくしてしまっ

ている、何が何でもやってやる、という闘争心もなくし

てしまっている社長もいるのではないでしょうか？ 

考えてみたら、最近そういう気持ちで仕事に、事業

に向かっていっていないなあ．．．と思われる社長は 

 

 

いませんか？ 

 先月お話した稲盛和夫塾長率いる盛和塾には、

「経営の原点１２ヶ条」なるものがあります。稲盛塾

長が、この１２ヶ条さえ徹底して実践すれば、京セラく

らいの会社は誰でもできる、とおっしゃるものです。

その、第８条が「燃える闘魂：経営にはいかなる格

闘技にもまさる激しい闘争心が必要」というもの

なのです。経営を成功させるためには、まさにこの熱

い、困難に立ち向かっていく気持ち、何が何でもやり

遂げてやる、という闘争心が必要だということです。 

ですから、この闘争心をなくしてしまった社長は、本

来経営者であってはいけないのだと思います。キツ

イ言い方かも知れませんが、そのくらいの気持ちが

なければ、社員皆を幸せにすることはできないでしょ

う。自分だけでやっているならまだしも、社員が一人

でも二人でもいるのであれば、闘争心をなくした社長

は、社員にとって罪深い存在です。歳をとったから社

長を引退するのではなく、闘争心闘争心闘争心闘争心がががが本当本当本当本当になくなってになくなってになくなってになくなって

しまったしまったしまったしまった時時時時こそこそこそこそ、、、、社長社長社長社長のののの引退時期引退時期引退時期引退時期ではないかと思い

ます。 

常に闘争心を持っているためには、大きな目標・

目的を持つと同時に、自分の闘争心を燃え上がらせ

る「言葉」を持っていることをお奨めします。 
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■挑戦、挑戦、また挑戦！ 

 そのための私の好きなことばが、冒頭の言葉です。

この言葉の全文を載せます。 
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やってやってやってやって    やれないやれないやれないやれない    ことはないことはないことはないことはない    

やらずにやらずにやらずにやらずに    出来出来出来出来るるるる    わけがないわけがないわけがないわけがない    
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（平櫛田中（ひらくしでんちゅう）木彫家 岡山県生） 

 いかがでしょうか？何かとても素直に、やる気、闘

争心が湧いてくる言葉です。この平櫛田中氏は、100

歳を超えて生涯現役で通された方です。その生涯の

業績をよく知らない人でも、国立劇場のロビーに飾ら

れている巨大な『鏡獅子』は有名です。上記のような

気概を持っていたからこそ 107 歳（1979 年没）まで現

役を全うできる生命力が宿ったのでしょうね。 

還暦や古稀の祝いの席で、定番の挨拶となった 

「「「「六十七十六十七十六十七十六十七十はなたれこぞうはなたれこぞうはなたれこぞうはなたれこぞう／／／／おとこざかりはおとこざかりはおとこざかりはおとこざかりは百百百百からからからから百百百百

からからからから」」」」というのも、氏の言葉です。 

気持ちが萎えたとき、是非「実践、実践、また実

践！挑戦、挑戦、また挑戦！」と唱えてみはいかが

でしょうか？ 

 

■社長は、常に明るく前向きに！ 

闘争心と同時に、社長は常に明るく、前向きでな

いといけないと思います。売上が上がらない、月次

決算が赤字になっている、資金が足りない・・・今の

不況の時期だけでなく、経営は常に苦しいこと、大変

なことの連続です。いちいち社長が慌てたり、落ち込

んでいたりしたら、会社は持たないでしょう。会社が

成長する、ということは、いくつもの試練を乗り越えて

いくことなのですから、明るく強い気持ちでこれを乗り

越えていかなければなりません。先程の盛和塾「経

営の原点１２ヶ条」の第 12 条がまさにそのことを言

っています。すなわち、「常に明るく前向きで、夢と

希望を抱いて素直な心で経営する」ということです。

どんな苦境の時でも、明るく前向きでいれば必ず状

況は好転するはずです。 

 

■倒産寸前でも、ボーナスを出す… 

その例が、今、絶好調の「餃子の王将」です。現

社長の大東社長は、不動産投資に失敗し多額の負

債を抱えた同社を、義兄である創業社長から、引き

受けることになりました。想像を絶するような再建計

画を断行するのですが、大好きな王将がつぶれるわ

けがない、絶対につぶすものか、という信念のもと、

社員にはとても明るく、前向きに接します。債務超過

で倒産寸前にもかかわらず、「「「「王将王将王将王将があるのはがあるのはがあるのはがあるのは君君君君たたたた

ちのおかげだちのおかげだちのおかげだちのおかげだ。。。。夏冬夏冬夏冬夏冬ははははもちろんもちろんもちろんもちろん、、、、決算決算決算決算ボーナスもボーナスもボーナスもボーナスも出出出出

すすすす」」」」ということを宣言しました。感動した社員たちは、

一致団結して行動してくれ、あっと言う間に黒字に転

換したのです。もちろん、不採算店の撤退やギリギリ

の資金調達など様々な手を打った上でのことですが、

大東社長が明るく前向きに行動していたからこそ、

すべてがうまく回ったのだと思います。 

当社の顧問先にも、非常に苦しいところがありま

すが、社長が明るい会社は、大丈夫だと思っていま

す。「「「「カラカラカラカラ元気元気元気元気」」」」やややや「「「「根拠根拠根拠根拠のないのないのないのない自信自信自信自信」」」」でもいいでもいいでもいいでもいいと思い

ます。いやむしろ、それを本気で持てるというのは、

ある種の能力ではないかと思うくらいです。是非、ど

んな状況においても、明るく、前向きに、そして強い

気持ちで経営にあたっていって欲しいと思います。 

私どもの仕事は、会計や税務をやっていますが、

その根本には、社長を元気付ける、勇気付けるとい

う使命があるのではないかと思っています。というこ

とで、今月も明るく元気にいきましょう！！（北岡） 
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